
14 理数 

学校番号 318 

平成 31 年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数物理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ｢物理｣（啓林館） 

副教材等 ｢センサー 物理｣統合版（啓林館）、 ｢良問の風 物理｣(河合出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１ 日常生活で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。 

２ 疑問に思ったことを記録し、調べたり、質問したりする態度をもつこと。 

３ 学んだことを自分の言葉を加えて短文で表現する力を身につけること。 

４ クラスメイトと討論をしながら，学び合い・教え合う姿勢を身につけること。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物･現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究す

る能力と態度を身につけるとともに，物理学の基本的な概念や原理･法則の理解を深め，科学的な自然観

を育成する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然現象に関心をも

ち，科学的な見方をし

ているか。 

・授業，実験に意欲的

に参加し，論理的に探

究しようとする態度が

見えるか。 

・さまざまな物理現象

を論理的に考察・分析

し，その本質を原理や

法則から説明できる

か。 

・観察や実験を通し

て，物理現象を論理的

に分析，問題解決し，

実験結果(事実)に基

づいて科学的に判断

できるか。 

・観察や実験の技能を

修得できたか。 

・観察や実験を通して

科学的に探究する方法

を習得できたか。 

・課題や実験のレポー

トにおいて，的確に表

現する方法を習得して

るか。 

・観察や実験を通して，

様々な自然現象の背景

には原理や法則がある

ことを理解できたか。 

・自然現象を定量的に

考察するため，物理量

（概念）を定義し，利

用することが理解でき

たか。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加の

仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの取

組み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の思考・応

用問題 

・課題プリントの取組

み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の観察・実

験に関する問題 

・課題プリントの取組

み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の知識・理

解に関する問題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

第
１
中
間
ま
で 

第
１
部 

様
々
な
運
動 

第１節 平面内の運

動 
〇 〇  〇 

a: 平面内での物体の運動につい

て，調べようとする。 

b: 物体の水平投射や斜方投射に

おける速度，加速度，重力の働き，

剛体のつり合いなども考えるこ

とができる。 

c: 落体の運動の様子を調べ，x-t

グラフや v-t グラフに表すこと

ができる。 

d: 物体を水平投射や斜方投射し

た場合の放物運動についてわか

る。剛体に働く力の合成や重心に

ついてわかる。 

・学習活動への参

加の仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの

取組み 

・ノートの作成状況 

・定期考査の観点

に関する問題の正

答率 

第２節 放物運動  〇 〇 〇 

 

第３節 剛体のつり

合い 
 〇 〇 〇 

第
２
章 

運
動
量
と
力
積 

第１節 運動量の保

存 
〇 〇  〇 

a: 運動の法則をもとに，2 つの

物体が衝突する際に成り立つ法

則を調べようとする。 

b:運動量の変化が力積に等しい

ことについて考えることができ

る。 

d: 運動量の変化と力積の関係

や，運動量の保存についてわか

る。物体に衝突した場合の運動が

わかる。 

・学習活動への参

加の仕方や態度 

課題プリントへの取

組み 

・ノートの作成状況 

・定期考査の観点

に関する問題の正

答率 
第２節 反発係数 

 

〇  〇 

前
期
末
ま
で 

第
３
章 
円
運
動
と
単

振
動 

第１節 円運動 〇 〇  〇 
a: 周期的な運動様子について調

べようとする。万有引力の法則を

学び，人工衛星などの運動につい

て調べようとする。 

b: 等速円運動の速度，周期，角

速度，向心力を考えることができ

る。 

c: 単振り子の周期を表す式を確

かめることができる。 

d: 等速円運動とその性質につい

てわかる。万有引力の法則と天体

の運動との関係がわかる。 

・学習活動への参

加の仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの

取組み 

・ノートの作成状況 

・定期考査の観点

に関する問題の正

答率 

第２節 慣性力と遠

心力 
 〇  〇 

第３節 単振動  〇 〇 〇 

第
４
章
万
有
引
力 

 

第１節 万有引力 〇 〇  〇 

後
期
中
間
ま
で 

第
２
部 

波
動 

第１章 波の性質 〇 〇  〇 

a: 私たちにとって，身近な波動

の１つである音波・光波について

調べようとする。 

b: ホイヘンスの原理、波の反射･

屈折、ドップラー効果を考えるこ

・学習活動への参

加の仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの

取組み 
第２章 音の性質 〇 〇 〇 〇 



第３章 光の性質 〇 〇  〇 

とができる。 

c: 音源が観測者に近づくときの

音の振動数の変化を調べること

ができる。 

d: 波の反射と屈折、ドップラー

効果レンズ、光の回折と干渉につ

いてわかる。 

・ノートの作成状況 

・定期考査の観点

に関する問題の正

答率 

後
期
末
ま
で 

第
３
部 

電
気
と
磁
気 

第１章 電界と電位 

〇 〇 〇 〇 a: 静電気を定性的･定量的に検

討し、調べようとする。電流につ

いて調べようとする。 

b：電界と電位の関係やコンデン

サーの性質と接続について考え

ることができる。 

c: 箔検電器を用いて静電誘導を

調べることができる。 

d: 電界とクーロンの法則、電位

と電界の関係、オームの法則とジ

ュール熱についてわかる。 

・学習活動への参

加の仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの

取組み 

・ノートの作成状況 

・定期考査の観点

に関する問題の正

答率 
第２章 電流 

〇 〇  〇 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 

 


